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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成31年1月17日(2019.1.17)

【公開番号】特開2016-202874(P2016-202874A)
【公開日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2015-234270(P2015-234270)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月20日(2018.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像に対応する前記被検眼
の複数の眼底画像の差分画像を生成する生成手段と、
　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記生成された差分画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記表示された差分画像において指標の位置を指定することにより、前記複数の３次元
断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する２次元断層画像を、前
記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する決定手段と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記表示された差分画像において前記指標を移動することにより指定された前記指標の
位置を検出する検出手段を更に有し、
　前記決定手段は、前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける前記検出された
位置に対応する前記２次元断層画像を、前記表示手段に表示される２次元断層画像として
決定することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記指標の位置を指定することにより、前記複数の３次元断層画像に
対応する複数の２次元断層画像を、前記表示手段に表示される複数の２次元断層画像とし
て決定し、
　前記表示制御手段は、前記生成された差分画像と前記決定された複数の２次元断層画像
の差分を示す表示形態とを並べて前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記差分を示す表示形態を前記表示された複数の２次元断層画像
の間に表示させることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記生成された差分画像に重ねた状態で表示された指標は、前記生成された差分画像に
おける前記差分を示す表示形態の位置を示すことを特徴とする請求項３または４に記載の
画像処理装置。
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【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記指定された複数の２次元画像の差分を示すグラフを、前記差
分を示す表示形態として、前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項３乃至５の
いずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記撮影された時間毎に前記指定された複数の２次元断層画像と
前記複数の眼底画像とを並べて前記表示手段に表示させ、前記生成された差分画像に重ね
た状態で表示された指標を第１の指標として、前記表示される複数の２次元断層画像の位
置を示す第２の指標を前記複数の眼底画像に重ねた状態で前記表示手段に表示させること
を特徴とする請求項２乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、前記表示された差分画像における前記第１の指標の移動に応じて
、前記表示された複数の眼底画像における前記第２の指標を連動して表示させ、前記表示
された複数の眼底画像における前記第２の指標の移動に応じて、前記表示された差分画像
における前記第１の指標を連動して表示させることを特徴とする請求項７に記載の画像処
理装置。
【請求項９】
　前記連動の有無を切り換える切換手段を更に有し、
　前記表示制御手段は、前記連動の有無に応じて前記第１の指標及び前記第２の指標の表
示形態を変更することを特徴とする請求項７または８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記複数の眼底画像は、２つの眼底画像であり、
　前記表示制御手段は、前記生成された差分画像を前記２つの眼底画像の間に表示させる
ことを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記複数の眼底画像として表示させる画像の種類を選択する選択手段を更に有し、
　前記表示制御手段は、前記選択された種類に応じて、前記複数の３次元断層画像を用い
て生成された複数のマップを、前記複数の眼底画像として前記表示手段に表示させること
を特徴とする請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記複数の眼底画像の一つに対する他の眼底画像の回転情報を少なくとも含む位置ずれ
情報を取得する位置ずれ情報手段を更に有し、
　前記表示制御手段は、前記位置ずれ情報に基づいて前記他の眼底画像を少なくとも回転
させた状態で前記表示手段に表示させ、前記他の眼底画像の範囲を示す表示形態を前記生
成された差分画像に重ねた状態で前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項７乃
至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記複数の眼底画像において前記被検眼の瞬きが生じた無効領域が有るか否かを判定す
る判定手段を更に有し、
　前記表示制御手段は、前記複数の眼底画像の少なくとも１つにおいて前記無効領域が有
ると判定された場合には、前記無効領域を示す表示形態を前記差分画像が表示される領域
に表示させることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の画像処理装置。
　
【請求項１４】
　前記表示制御手段は、前記無効領域を示す表示形態を前記差分画像における前記無効領
域に重ねた状態で表示手段に表示させることを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装
置。
【請求項１５】
　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像を用いて、前記被検眼
の変化を示す画像を生成する生成手段と、
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　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記変化を示す画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記変化を示す画像において指標の位置を指定することによ
り、前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する
２次元断層画像を、前記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する決定手段と
、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１６】
　前記画像処理装置は、測定光を照射した前記被検眼からの戻り光と前記測定光に対応す
る参照光とを合波した光を異なる偏光成分の複数の光に分割する分割手段と、前記異なる
偏光成分の複数の光を検出する検出手段とを有する断層撮像装置と通信可能に接続され、
前記生成手段は、前記検出された複数の光に基づいて、前記被検眼の２次元断層画像を生
成することを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１７】
　前記決定手段は、前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つを構成する複数の２次元
断層画像から前記指定された位置に対応する前記２次元断層画像を指定することにより、
前記２次元断層画像を決定することを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１項に記載
の画像処理装置。
【請求項１８】
　前記決定手段は、前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つを用いて前記指定された
位置に対応する前記２次元断層画像を生成することにより、前記２次元断層画像を決定す
ることを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１９】
　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像に対応する前記被検眼
の複数の眼底画像の差分画像を生成する工程と、
　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記生成された差分画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる工程と、
　前記表示された差分画像において指標の位置を指定することにより、前記複数の３次元
断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する２次元断層画像を、前
記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する工程と、
　を有することを特徴とする画像処理装置の作動方法。
【請求項２０】
　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像を用いて、前記被検眼
の変化を示す画像を生成する工程と、
　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記変化を示す画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる工程と、
　前記表示手段に表示される前記変化を示す画像において指標の位置を指定することによ
り、前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する
２次元断層画像を、前記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する工程と、
　を有することを特徴とする画像処理装置の作動方法。
【請求項２１】
　請求項１９または２０に記載の画像処理装置の作動方法の各工程をコンピュータに実行
させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る画像処理装置の一つは、
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　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像に対応する前記被検眼
の複数の眼底画像の差分画像を生成する生成手段と、
　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記生成された差分画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記表示された差分画像において指標の位置を指定することにより、前記複数の３次元
断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する２次元断層画像を、前
記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する決定手段と、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明に係る画像処理装置の一つは、
　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像を用いて、前記被検眼
の変化を示す画像を生成する生成手段と、
　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記変化を示す画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記変化を示す画像において指標の位置を指定することによ
り、前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する
２次元断層画像を、前記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する決定手段と
、を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明に係る画像処理装置の作動方法の一つは、
　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像に対応する前記被検眼
の複数の眼底画像の差分画像を生成する工程と、
　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記生成された差分画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる工程と、
　前記表示された差分画像において指標の位置を指定することにより、前記複数の３次元
断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する２次元断層画像を、前
記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する工程と、を有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明に係る画像処理装置の作動方法の一つは、
　異なる時間において被検眼を撮影して得た複数の３次元断層画像を用いて、前記被検眼
の変化を示す画像を生成する工程と、
　前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける２次元断層画像の位置を示す指標
を、前記変化を示す画像に重ねた状態で、表示手段に表示させる工程と、
　前記表示手段に表示される前記変化を示す画像において指標の位置を指定することによ
り、前記複数の３次元断層画像の少なくとも１つにおける前記指定された位置に対応する
２次元断層画像を、前記表示手段に表示される２次元断層画像として決定する工程と、を
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有する。
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